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改装された柏市民文化会館大ホールでクラシックバレエの名作を 

東京シティ・バレエ団「ジゼル」－全 2 幕－ 

2015 年 6 月 14 日（日） 17:00 開演 

 

 

 

みなさん、プロによるバレエ公演を観たこと

はありますか。 

NPO こどもすぺーす柏では、気軽にバレエに

親しんでいただくことを目的に柏市民文化会

館でバレエ公演を開催してまいりました。

2008 年に「コッぺリア」を。その後「白鳥

の湖」「くるみ割り人形」再び「コッぺリア」

とお届けし、毎回、たくさんの感動の声を頂い

てきました。 

今回は是非やってほしいと要望が多かった「ジ

ゼル」をお届けします。 

東京シティ・バレエ団の「ジゼル」はその物

語と人物像の掘り下げ、表現に大変高い評価を

得ており、「ジゼル」をこれまで何度も観てい

るという方にも新たな感動を覚えていただけ

るものと思います。また、「ジゼル」は物語性

が高く、初めてバレエを観る方にお薦めしたい

作品です。 

言葉を持たないバレエが何故これほどまでに

雄弁なのか、是非体感してください。 

 

美しいものを美しいと感じる心を 

私どもは会の発足以来、子どもたちに“優れ

た生の舞台”をお届け続けています。想像する

力、共感する力。生の舞台は心を育てます。人

生を彩り、豊かにします。 

チラシ作りから当日の運営まで、全てボラン 

ティアで行うことにより、低料金でのお届けを

可能にしています。ひとりでも多くの方にこの

素晴らしい芸術に出会ってほしいと願ってい

ます。 

 

 

寄稿「ジゼル」について 

金井利久 東京シティ・バレエ団理事 

「ジゼル」演出・振付 

 

 6 月に上演します「ジゼル」はクラシックバ

レエの名作と言われているバレエです。 

 この物語の舞台は、中世のドイツ。ぶどう畑

が連なる丘の谷間を縫って流れるライン川の

ほとりに母親と二人で暮らしている美しい村

娘ジゼルが主人公です。 

 ある日、ジゼルは村ではあまり見かけない素

敵な青年ロイスと恋に落ちます。 

しかしロイスはアルブレヒトという名の貴族

でした。身分違いと知ったジゼルは狂乱し、息

絶えます。月明かりに照らされた夜の森。ウィ

リ(結婚前に命を落とした娘の死霊)たちがさ

まよう中、失意と後悔に打ちのめされたアルブ

レヒトは、ジゼルの墓を訪れます。 

次の「ニュースレター」は 7月 1日発行です。市内近隣センター、図書館、公民館などにおいてあります 
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発
行
者
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連載 明橋先生の 
子育てハッピーコラム⑥ 
（3 面） 

「甘えない人が自

立するのでなく、甘

えていいときに、じ

ゅうぶん甘えた人

が自立するのです」 



この世を去って

からもアルブレ

ヒトを想うジゼ

ルは、死の世界に

引きこもうとす

るウィリ達から

彼を守ります。夜

明けと共に 2 人

の愛は本物とな

り、ジゼルの魂は

天に召されます。 

 この作品の素

晴らしさは、第 1 幕の劇的な展開から第 2 幕

の静寂な幽玄の世界への移行にあります。 

 私は、当団初演時（1969 年）ジゼルに想

いを寄せる森番ヒラリオンを演じ、2002 年

からは演出・振付を手掛けています。演出上で

特に意識している事は、1 幕と 2 幕の差をく

っきりつける事です。1幕は形を揃えるよりも

１人ひとりが生き生きとするよう、登場人物の

設定を細かく考え、物語が自然に繋がるような

演出をしています。2幕は反対にビシッと列を

揃える事で人間味のない冷たい世界を表しま

す。1 幕と 2 幕の対比が大きいほど、ジゼル

やアルブレヒトたちの細やかなドラマが浮き

上がってくるのです。 

 ジゼルとアルブレヒトは生と死の世界に離

ればなれになりますが、悲劇ではありません。

ジゼルは、自分を想い続けるアルブレヒトを許

し、ウィリ達から守る事で彼への愛が深まって

いきます。お互いの幼かった恋が本物の愛とな

った時、ジゼルは天に召され、ジゼルが残した

一輪の花でアルブレヒトはジゼルへの本当の

愛を確信します。時空を超えた愛の力がお互い

を救う、究極の愛の物語なのかもしれません。 

 今、私たちは皆様と劇場でお会いできる日を

楽しみにリハーサルを進めています。 

不朽の名作である「ジゼル」をどうぞお楽しみ

に。 

 

 

 

「バレエ音楽とバレエのひととき」 

4 月 19 日（日） 旧吉田家歴史公園 

①13:00～ ②14:45～ 

 

私たちは、バレエ公演を行うために実行委員

会を立ち上げ活動しています。メンバーには、

こどもすぺーすの会員以外の方もいらっしゃ

います。今回は、その一般参加の実行委員Ｔさ

んに「バレエ音楽とバレエのひととき」につい

て書いていただきました。 

柏市花野井にある、旧吉田家住宅歴史公園をご

存知でしょうか。国の重要文化財にも指定され

ている江戸時代末期に牧士を務めた豪農吉田

家の敷地を整備し平成 16 年に柏市に寄贈さ

れたものです。重厚なつくりの主屋・格調の高

い書院、庭園、雑木林があり、市民でなくとも

一見の価値があります。 

その吉田家の土間が、バレエの空間に変わりま

す！ 

東京シティバレエ団のソリストによる魅惑的

なバレエと、音楽通心ネットワークによる心震

わせる音楽が、春の日の午後のひとときを夢か

幻のように演出します。 

Vol.4 とありますように、実はこのイベントは

４回目です。 

土間でバレエを観よう、というこの発想。 

不思議ですね。（こどもすぺーすは、時々こう

いう不思議な発想をするみたいです。こどもた

ちの生活を豊かに、という団体ですが、大人向

けのスタンダップコメディの名手・松元ヒロさ

んを呼んでアミュゼ柏で公演してもらった

り。） 

当日は、バレエ音楽に合わせて、白鳥の湖や、

くるみ割り人形、そして、「ジゼル」（4 面へ） 
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「ジゼル」（東京シティ・バレエ団） 

6/14（日）17:00 柏市民文化会館大ホール 

A席 4,000円 B席 3,000 円 C 席 1,500円 

「ジゼル」1幕より 

過去のステージから 



 今年度も、明橋先生にコラムをお願いす

ることになりました。 

著書の「子育てハッピーアドバイス」シ

リーズ 15 作の中から、心温まるアドバイ

スをご紹介していきたいと思います。 

 

 

 

甘えない人が自立するのでなく、

甘えていいときに、じゅうぶん甘

えた人が自立するのです。 
『子育てハッピーアドバイス』（1 万

年堂出版発行）より 

 

 

毎日の育児は大変ですよね。子ど

もはこちらの言うことを聞かな

いし、すぐに失敗するし、なかなか思い通りに

いかないことばかりです。「早く大きくなって、

自分のことは自分でできるようになってくれ

たらいいのに」と思ってしまいます。 

子どもの心は、甘えと反抗を繰り返して、大き

くなっていくといわれています。 

大事なことは、あくまで甘えと自立の行ったり

来たりは、子どものペースでなければならない

ということです。 

実際は親も忙しいので、なかなかうまくいきま

せん。 

ついつい子どものペースでなくて、大人の都合

になっています。 

やむをえない事情もありますが、本来は子ども

のペースで行ったり来たりできることが大事

なのです。 

自立の反対は甘えなので、「甘やかさないこと

が自立」と思われがちですが、自立のもとにな

るのは意欲です。 

意欲のもとは、安心感です。 

安心感はどこからくるかというと、じゅうぶん

な甘えからです。 

そこからもらった安心感が土台になって、意欲

が出て、自立に向かうのです。 

甘えない人が自立するのでなく、甘えていいと

きに、じゅうぶん甘えた人が自立するのです。 

逆じゃないかと思われる人があるかもしれま

せんが、私たちが自立につまずく子どもをいろ

いろ見ていると、どこかで、小さいとき、甘え

ていいときに甘えられなかった、ということが

多いのです。 

小学生まではじゅうぶん甘えていい時期です。

甘えていいときに、しっかり甘えた子がしっか

り自立するのです。 

 

※「子育てハッピーアドバイス」シリーズは、子育

てに不安や悩みを持つ親に向けて、イラストとマン

ガでやさしく解説した育児書です。最新刊は『子育

てハッピーアドバイス 笑顔いっぱい 食育の巻』。 

 

■プロフィール 

明橋 大二（あけはし だいじ） 

心療内科医、真生会富山病院心療内科部長、児童

相談所嘱託医、スクールカウンセラー。著書『な

ぜ生きる』（共著）『輝ける子』『子育てハッピー

アドバイス』ほか多数。子どもの権利条約に基づ

き、子ども支援の様々な活動・啓発を行う NPO

「子どもの権利支援センターぱれっと」理事長と

しても活躍なさっています。 

 

子育てハッピーコラム⑥ 

明橋先生の 
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（2 面より）などの有名な作品の一部が披露されま

す。お客様にはそれを畳の上から観賞して頂きま

す。洋と和が交じり合う不可思議な時と間が生ま

れるでしょう。 

そんなひとときを、ぜひ私たちとご一緒に！ 

（T） 

 
 
 

ステップアップ 1 年間を終えて 

 
柏市教育委員会は、平日午後の自主学習の時間「ス

テップアップ」を希望者に実施しています。こど

もすぺーすは柏第三小学校でスタッフ協力をして

います。3 年生の希望者が毎週金曜日、放課後の

1 時間、宿題や自分で用意した教材に取り組みま

した。1 年の最後には手製の修了証を一人ひとり

に渡しました。スタッフに 1 年間の感想を書いて

もらいました。 

 

放課後、週

に 1 回、

小学生の

宿題や自

己学習の

見守り。子

ども達が、

勉強に意

欲的に取

り組んでいました。自己学習の習慣付けや、苦手

教科の補強など、1 年間のつみ重ねは、大きな力

になっていると思います。また、スタッフと子ど

も達が、楽しく交流しながら、続けられました。 

勉強は、夢を叶えたり、未来を切り開いたりす

る力になっていくと思います。少しですが、子ど

も達の勉強の手助けができて、うれしいです。こ

れからも、しっかり勉強してほしいです。また、

普段はなかなか小学生とふれあう機会は無いので、

スタッフとして交流できて、良かったと思います。

ステップアップは、子ども達の放課後を地域で支

える良い機会だと思いました。（Y） 

 

   外あそびに協力 

3 月 15 日（日）永楽台児童センター 

 

今年も「まるごとあそびば 3days」で日曜日の外

あそびコーナーを担当しました。毎回「しっぽ取

り」と「チャンバラごっこ」を行いますが、何度

やっても盛り上がります。「あそびの本気」に子ど

もも大人もありません。 

 

【その 1】赤ちゃんをパパとママとで交代してみ

ながらあそびに参加するファミリー。上着を脱ぎ

捨て、遊びに参加するママ、カッコイイ！ 

【その 2】リピーターの男の子たちはチャンバラ

の刀作りから工夫を凝らす。巻きすぎてガムテー

プが足りなくなりそう、と思ったら午後「家から

持ってきた！」と走ってきた子も。 

【その 3】ボランティアで手伝ってくれた保育士

志望の Aくん。見ているこっちが大丈夫かと思う

ほど素早く動き、その周りには男の子たちが集ま

ってくる。やっぱり「おにいさん」がいると、い

いね。 
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修了証を手渡す 

しっぽ取り 

デイキャンプ 4 月 26 日（日）9:30～16:00 

手賀の丘公園キャンプ場 

ご飯を子どもと一緒に作ったり、一日中外で子ど

も・大人の区別なく思いっきり遊んだりします。毎

回好評のため、昨年から参加申し込みを抽選で行う

ことにしました。受付 4 月 6・7 日。（定員に達し

なかった場合、その後も電話で申し込みを受け付け

ます。6 面に小さいチラシがあります） 

夏には、皆でバスに乗っていく 2 泊 3 日のキャン

プもあります。詳しいお問い合わせは事務所まで。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
度
変
わ
り
、
進
学
、
進
級
で
子
ど
も
達
も
慌
た
だ
し
い
。 

二
月
に
な
る
と
体
調
管
理
も
大
変
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
流
行
り
は
じ
め
る
。
六
年
生
を
送
る
会
か
ら
卒
業
式

の
練
習
と
、
授
業
以
外
に
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
や
、

合
同
練
習
が
多
く
な
る
か
ら
。 

伴
奏
や
合
奏
で
の
役
割
を
担
っ
た
子
は
、
決
ま
っ
て
レ
ッ

ス
ン
に
持
っ
て
き
て
、
学
校
で
使
う
そ
の
曲
の
レ
ッ
ス
ン
に

な
っ
て
し
ま
う
。 

適
当
に
手
を
上
げ
た
ら
バ
ス
パ
ー
ト
を
弾
く
こ
と
に
な
っ

た
五
年
生
Y
太
。
今
更
な
が
ら
後
悔
し
つ
つ
懸
命
の
練
習
。

無
事
本
番
は
終
わ
っ
た
み
た
い
、
よ
か
っ
た
。
Y
太
は
頑
張

る
こ
と
を
嫌
が
る
。
カ
ッ
コ
悪
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

す
ぐ
に
、「
面
倒
く
さ
い
」
を
連
発
す
る
。 

楽
譜
を
読
む
の
も
面
倒
く
さ
い
、
練
習
す
る
の
も
面
倒
く

さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
前
に
一
日
中
座
っ
て
い
た
い
と
い
う
。 

外
で
遊
ば
な
く
ち
ゃ 

→ 

面
倒
く
さ
い 

友
達
と
は
？ 

→ 

面
倒
く
さ
い 

遊
び
に
出
か
け
る
の
が
面
倒
く
さ
い
か
ら
遊
ば
な
い
、
だ

か
ら
友
達
も
た
く
さ
ん
い
ら
な
い
、
と
言
う
。 

一
見
ヤ
ン
チ
ャ
坊
主
に
見
え
る
け
ど
、
聞
い
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
も
の
だ
。
夏
の
発
表
会
に
向
け
て
、
曲
決
め
は
、

ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
。 

私
は
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
大
好
き
な
曲
が
あ
る
そ

う
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
聞
い
て
い
る
ら
し
い
。 

春
休
み
に
は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。 

私
は
、
そ
っ
ち
の
方
が
面
倒
く
さ
い
…
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
編
集
長 

辻
千
也
子
） 

理
事
長
の
徒
然 

井
野
口
典
子 

私
の
母
は
俳
句
を
趣
味
と
し
、
六
十
九
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
句
を
残
し
ま
し
た
。 

「
兄
と
な
る 

子
に
持
た
せ
け
り 

昼
花
火
」 

こ
れ
は
最
も
私
の
想
い
出
に
残
る
句
で
す
。 

私
の
息
子
が
三
歳
半
の
と
き
に
作
っ
て
く
れ
た
句

で
、
妹
が
生
ま
れ
、
母
親
と
初
め
て
別
れ
て
過
ご
す

孫
の
寂
し
い
気
持
ち
を
少
し
で
も
埋
め
て
あ
げ
よ
う

と
、
昼
間
な
の
に
花
火
を
し
ま
し
た
、
と
い
う
意
味

で
す
。 

先
日
、
姉
と
な
る
孫 

を
預
か
っ
て
い
る
友
人
に
こ
の

句
を
伝
え
る
と
、
友
人
も
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。 

小
さ
な
子
ど
も
で
も
心
は
既
に
複
雑
で
、
哀
愁
に
満

ち
て
い
ま
す
。
母
を
助
け
た
い
。
で
も
甘
え
た
い
。

お
り
こ
う
に
し
て
い
た
い
の
に
、
わ
が
ま
ま
も
言
っ

て
し
ま
う
し
、
泣
い
て
し
ま
う
。 

子
ど
も
の
心
を
尊
重
で
き
る
大
人
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

母
は
日
常
の
何
気
な
い
ひ
と
こ
ま
を
切
り
取
り
句
に

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
生
活
の

中
に
季
節
を
感
じ
、
何
か
に
感
動
し
。 

 

も
う
ひ
と
つ
、
私
が
大
切
に
し
て
い
る
母
の
句
は 

「
子
の
役
は 

鼠
其
の
一 

聖
夜
劇
」 

兄
に
恵
と
名
前
を
付
け
て
も
ら
っ
た
娘
は
、
そ
の
後

バ
レ
エ
を
習
い
始
め
、
初
め
て
公
演
に
出
た
と
き
の 

 

役
が
「
く
る
み
割
り
人
形
」
の
鼠
の
兵
隊
。
小
さ
い 

な
が
ら
も
懸
命
に
踊
る
姿
に
母
は
何
を
感
じ
た
の
で

し
ょ
う
。 

昼
花
火
を
持
っ
た
子
も
、
鼠
其
の
一
だ
っ
た
子
も
、

今
で
は
父
に
な
り
母
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
心

の
機
微
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
親
で
あ
り
続

け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

Cha Cha Cha 
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記載されているすべてのイベント・内容については、事務所までお問い合わせ・お申込みください。 

または会のブログ http://kodomospace.sblo.jp/ をご覧ください。 

会員募集 

一緒に子どもたちのことを考えましょう。 

  入会金  正会員   1000 円／世帯  

  会費   正会員   1500 円／月 

       家族会員  500 円／年 

       ユース会員 500 円／年 

  ほかに年 100 円の保険料がかかります。 

賛助会員募集 

会の趣旨に賛同してくださる方を募集 

しています。 

賛助金 個人 年 3000 円／口   

法人 年 10000 円／口 

鑑賞会に年１回ご招待、 

ニュースレターなどお送りします。 

 

 

皆様のご厚意はすべて子ども達の未来のために使われます。 

 

振込先：郵便振替 00160-3-684258 

 

《こどもすぺーす これからの予定》 

6_Vol.60 

生と死、二つの世界を一筋に

貫くジゼルの愛 

新装文化会館で全幕ものの

バレエを 

参加費 小学生以上 900 円 

幼児 700円 

詳しくはお問い合わせくだ

さい。 

月

月 火 水 木 金 土 日

　イオンお

はなし会　子
育て支援部
会

　リハーサ

ル

　鑑賞部会 　理事会

　リハーサ

ル

　ポレポレ 　バレエ

音楽とバレエ
のひととき

　バレエ

実会

　理事会 　デイキャ

ンプ

　監査 　昭和の

日

月

月 火 水 木 金 土 日

　憲法記念

日

　みどりの

日

　こどもの

日

　振替休日 　市民活

動フェスタ

　鑑賞部

会

　子育て

支援部会

　理事会 　ステップ

アップ研修会

　バレエ

実会

　ポレポレ

　理事会 　総会・部

長会

は事務所は開いていません


